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総務部長　〇〇 〇〇 様
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交通事故報告書
	発生日時
	令和○年○月○日　午前9時10分頃

	発生場所
	○○県○○市　県道○○号線　○○駅前交差点付近

	当事者
	営業部　営業課　○○ ○○

	相手方
	○○ ○○ 様

	事故発生状況
	営業先への訪問のため社用車を運転し、交差点を青信号で直進していたところ、対向車線から右折してきた相手車両と接触する事故が発生しました。
事故当時は制限速度内で走行しており、直ちにブレーキをかけましたが停止が間に合わず、双方の車両前部が接触しました。
事故発生後は速やかに車両を安全な場所へ移動し、負傷者の有無を確認したうえで110番通報を行いました。また、救急隊の到着まで双方の安全確保に努めました。

	被害状況
	当社社員は胸部打撲および頸部の軽いむち打ちと診断され、約2週間の通院加療を要する見込みです。
相手方につきましては腕部の打撲を負われましたが、命に別状はなく、医療機関で診察を受けられました。
社用車はフロントバンパー、左前フェンダーおよびヘッドライト周辺を損傷し、相手車両も前部を損傷しております。

	事故処理
	1 警察へ事故発生直後に通報し、現場検証を実施しました。
2 自動車保険会社へ事故報告を行い、双方の損害状況および過失割合について現在協議を進めています。
3 社用車は指定整備工場へ搬送し、修理見積書の作成を依頼しております。
4 被災した社員については労働災害に該当するか確認を行い、必要に応じて労災保険の手続きを進める予定です。

	今後の
再発防止策
	1 営業車両を運転する社員を対象に、安全運転講習および危険予測訓練を定期的に実施します。
2 交差点進入時や右折車両への注意喚起など、防衛運転を徹底するよう社内教育を強化します。
3 社用車へのドライブレコーダー映像を活用した安全教育を実施し、事故原因の分析と運転技術の向上を図ります。
4 毎月の安全運転ミーティングを開催し、ヒヤリ・ハット事例を共有することで交通事故防止への意識向上に努めます。

	添付資料
	交通事故現場写真 、 警察への届出資料 、 医師の診断書 、 修理見積書 、 ドライブレコーダー記録



